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耐 震 診 断 等 

昭和５６年５月

３１日以前に着

工 し た 木 造 住

宅が対象です。 
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[補強計画補助の申請手続き] 

耐震診断の結果は、 
4 段階に分かれます。 

※無料耐震診断の申込みから診断結果受取まで、3 ヵ月程度かかります。耐震診断

が終わっていないと補助金の対象かどうかわかりません。 

※無料耐震診断の結果(耐震診断判定書)に有効期限はありません。 

有料 

補 強 計 画 （ 設 計 ） 
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[モデルケース] 
A さんの場合 

（各補助について、基準を満たす場合。なお、下記の補助内容は平成 28 年 4 月現在

[建物概要] 

昭和 50 年建築 

木造２階建て 

１階床面積 61.05 ㎡ 

２階床面積 40.25 ㎡ 

A さんの費用 

（自己負担額） 

補強計画費用 

診断結果にて 

評点 0.41 の結果を、 
補強計画にて 

評点 1.0 以上になる設計を行う。 

 
補強計画とは、資格を有する 
耐震診断員が行い、判定会の 
承認を受けた計画 

耐震診断まで 
 

      負担額0 円 

補強計画まで 
 

   負担額 12 万円 

木造住宅の耐震化へ向けて 

あなたの住宅は安全ですか？ 
昭和56年5月以前建築の木造住宅
の耐震化を進めましょう 
耐震化の流れ 

無 料 

倒壊する可能性がある 

（診断評点が 1.0 未満のとき） 

無
料
耐
震
診
断
の
申
込
み 

1.0 以上 1.5 未満 

1.5 以上 

0.7 未満 

0.7以上1.0未満 
倒壊する 

可能性がある 

一応 

倒壊しない 

倒壊する 

可能性が高い 

倒壊しない 

診断の評点 区分 

診断結果 

【耐震診断判定書】 

評点 0.41 
(倒壊する可能性が高い) 

 

【概算補強工事費】 

金額 160 万円～240 万円 
耐震診断は無料で実施 

例 

診断時の立会い 

聞き取り協力 

診断員と 

診断日の調整 
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補 強 工 事 
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補強計画費補助 

補強計画（設計）の費用

の 2/3（上限 18万円）を

補助しています。 

補強工事費補助 

補強工事に伴う費用を

補助しています。 

（補助金の交付を受けようとするときは、事業着手（契約）までに、補助金の申請を行うことが必要です。） 

※一定の条件があります

ので、詳しくは四日市市

役所建築指導課までお

問い合わせください。 

※補強工事の他に、除却工事（解体）に伴う費用の補助金もあります。詳しくは四日市市役所建築指導課
までお問い合わせください。なお、除却工事を行った場合、土地の固定資産税が上がることがあります。 

※一定の条件があり、補

助金額の上限も条件に

よって異なりますの

で、詳しくは四日市市

役所建築指導課までお

問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

補強工事費用 

【補強工事の補助金】 

次の①、②を加算した額 

① 工事費の 2/3（上限 50 万円） 

② 工事費の 40％（上限 50 万円） 
※一定の条件があります。 
※同時にリフォームを行う場合、補助金の上乗せが
あります 

  

現在、東海・東南海地震はいつ来てもおかしくないといわれており、昭和 56 年 5 月 31 日以前に建てられた木

造住宅は『倒壊する可能性が高い』と診断されることが非常に多いことがわかっています。 

子供や孫があなたの家に遊びに来た時に地震が起こるかもしれません。 

住宅を補強することは、あなただけでなく、家族・友人・財産、そして地域の安全にもつながります。まずは

住宅の耐震診断を行い、大地震に備えるために木造住宅の耐震補強を考えてみましょう！ 

 

補強工事まで 負担額 

230 万円が  112 万円 

※補強工事後、所得税控除を申請すると、

工事費から補助額を引いた費用の 10％

（上限 25 万円）が減税となります。 

   補強工事費 

費用 200 万円の場合 

補助金 100 万円となり 

（50 万円+50 万円） 

 

補強工事に伴う 

自己負担額は、 

100 万円となります。 

 

例

（計画費+工事費） 

   補強計画費 

費用 30 万円の場合 

補助金 18 万円となり 

 

 

補強計画に伴う 

自己負担額は、 

12 万円となります。 

 

例

（各補助について、基準を満たす場合。なお、下記の補助内容は平成 27 年 2 月現在となっております。） 

（ 設 計 ） 

安心・安全な

住宅の完成 

〔令和３年４月１日以降に市の補助を受け、補強計画を行う場合〕 


